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会議名 第４回 内灘町外部評価委員会 

日 時 平成２６年１２月２日（火）１３：３０～１５：５０ 

場 所 ４階 ４０４会議室 

出 

席 

者 

委 員 木村高宏 委員長、小林清 委員、濵田陽子 委員、森眞一郎 委員 

事務局 
（財政課） 

中西昭夫 財政担当部長、長谷川徹 課長、松井賢志 課長補佐、 

長田英樹 主事 

審 議 内 容 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13:30 委員会開始 

冒頭あいさつ 

進行について説明 

 

13:32 議事開始 

１．外部評価とりまとめについて  

今年度の外部評価対象 4 事業について、各委員より事前に提出された意見を基にして、

事務局で作成した原案を精査・修正し、委員会としての評価をとりまとめた。 

 

① 乳児及び児童医療費助成事業 

事務的な負担を減らすために、申請期間を５年から１年に短縮するのが望ましい。 

県の動向を見つつ、支給要件についての検討資料の作成、支給方法の拡充の検討

も必要である。 

 

② （介護特会）任意事業 

家族介護支援事業については、在宅介護の現状を把握し、支給要件を見直すこと

に加え、支給方法等の見直しの検討が必要である。 

それぞれの事業でニーズを把握し、利用促進につながる工夫をすべきである。 

 

③ 通学バス管理費 

事業自体の存続は必要である。 

費用対効果を考えると民間委託の契約内容等については改善すべきである。 

運行方法、受益者負担の導入に際しては、明確な根拠に基づく検討が求められる。 

 

④ 心の教育推進事業 

本事業を継続するのであれば、「豊かな心を育む町民会議」の運営方法、方針の抜

本的な見直しが必要である。 

その見直しに際しては、本事業が目指す「豊かな心を育む町民会議」について明

確に定義した上で、その定義に沿った事業内容を同時に検討すべきである。 
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事務局 

 

 

 

15:45 今後の予定 

評価結果の町長への報告 12/24（水）10:00～ 

 

15:50 議事終了 

 


